
吉
儀
敬
子
市
議
は
、
ガ
ス
民
営

化
に
関
す
る
一
般
質
問
で
松
江
市

が
第
２
回
ガ
ス
事
業
検
討
（
検
証
）

委
員
会
に
提
出
し
た
資
料
に
つ
い

て
、
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
「
松
江
市
ガ
ス
局

調
べ
」
と
し
て
公
営
企
業
と
民
間

企
業
を
比
較
し
、
公
営
企
業
は

「
公
共
の
福
祉
の
増
進
」
を
目
的

と
し
、
民
間
企
業
は
「
利
益
の
追

求
」
を
目
的
と
す
る
と
松
江
市
自

身
が
分
析
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
１
０
年
間
の
経
営
は

極
め
て
順
調

ガ
ス
局
は
、
14
年
前
に
熱
量
変

更
の
た
め
75
億
円
の
起
債
を
計
上

し
ま
し
た
が
、
平
成
３
０
年
度
決

算
で
は
24
憶
円
ま
で
縮
小
し
て
い

ま
す
。
起
債
に
対
す
る
一
般
会
計

繰
り
入
れ
な
し
で
、
す
べ
て
ガ
ス

事
業
会
計
の
中
で
償
還
し
て
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
ガ
ス
局
作
成
の
今
後
の

経
営
見
通
し
で
は
、
10
年
後
に
は

起
債
残
高
が
19
億
６
０
０
０
万
円

に
減
少
し
、
内
部
留
保
資
金
は
４
，

７
０
０
万
円
か
ら
５
憶
９
，
０
０

０
万
円
へ
と
５
憶
４
，
３
０
０
万

円
も
積
み
増
し
す
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
吉
儀
市
議
は
「
職
員
の

努
力
で
生
ま
れ
た
市
民
の
財
産
を

売
り
渡
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
主

張
し
ま
し
た
。

渡
部
厚
志
ガ
ス
局
長
は
「
一
般

会
計
か
ら
ガ
ス
事
業
会
計
へ
の
繰

り
入
れ
は
ル
ー
ル
分
で
あ
り
、
赤

字
補
填
で
は
な
い
」
と
、
起
債
償

還
の
た
め
に
一
般
会
計
繰
り
入
れ

は
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

田
中
は
じ
め
市
議
は
９
月
議

会
一
般
質
問
で
、
少
子
化
対
策
・

子
育
て
支
援
に
関
わ
り
、
①
国

保
料
均
等
割
18
歳
未
満
の
減
免
、

②
保
育
料
無
償
化
で
減
る
市
の

負
担
を
財
源
と
す
る
子
育
て
支

援
策
充
実
の
２
点
を
質
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
18
歳
未
満
の
均
等
割
減

免
の
対
象
世
帯
と
子
ど
も
の
数
、

減
免
実
施
に
必
要
な
予
算
額
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
松
延
市
民
部
長

は
、
「
１
，
３
６
５
世
帯
、
２
，

２
１
２
人
、
概
算
で
５
，
８
２

５
万
円
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
全
国
25
自
治

体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
少
子

化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ぜ
ひ

実
施
を
」
と
求
め
ま
し
た
。
松

延
部
長
は
、
「
国
の
制
度
と
し

て
創
設
す
る
よ
う
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
対
応
し
て
い
く
。
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
10
月
か
ら

の
保
育
料
無
償
化
で
、
減
る
市
の

負
担
を
保
育
施
策
の
充
実
に
充
て

る
べ
き
」
と
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
舩
木
子
育
て
部
長

は
、
「
市
の
負
担
が
増
え
る
部
分

を
国
か
ら
措
置
さ
れ
れ
ば
、
市
の

負
担
は
、
今
年
度
２
億
７
千
万
円
、

来
年
度
以
降
は
５
億
４
千
万
円
程

度
減
少
す
る
。
今
後
、
国
の
制
度

の
詳
細
を
注
視
し
た
い
。
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
入
居
時
の

連
帯
保
証
人
規
定
見
直
し
へ

田
中
市
議
は
、
生
活
に
困
窮
す

る
市
民
へ
の
支
援
に
つ
い
て
取
り

上
げ
、
市
営
住
宅
に
入
居
す
る
際
、

条
例
で
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
さ

れ
、
公
的
な
保
証
制
度
も
使
え
な

い
実
態
が
あ
る
問
題
で
、
市
の
対

応
を
質
し
ま
し
た
。

須
山
歴
史
街
づ
く
り
部
長
は
、

「
昨
年
３
月
、
国
交
省
か
ら
公
営

住
宅
で
連
帯
保
証
人
を
見
つ
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
入
居
希
望
者
に

対
し
て
免
除
を
含
め
た
配
慮
が
必

要
と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
本
市
の

現
行
規
定
を
見
直
す
必
要
が
生
じ

た
。
県
や
他
の
自
治
体
と
情
報
交

換
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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９
月
26
日
、
年
金
者
組
合
東
部

支
部
の
女
性
部
が
、
古
江
公
民
館

に
お
い
て
年
金
カ
フ
ェ
を
開
催
し

ま
し
た
。

「
自
分
は
共
済
年
金
で
何
と
か

暮
ら
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
は
不

安
定
な
働
き
方
で
、
将
来
が
心
配
」

「
年
金
が
減
り
旅
行
に
行
く
回
数

が
半
分
以
下
に
な
っ
た
」
な
ど
、

年
金
生
活
者
と
な
っ
た
10
人
の
参

加
者
が
、
思
い
を
語
り
合
い
ま
し

た
。年

金
者
組
合
島
根
県
本
部
の
山

内
紘
一
書
記
長
か
ら
、
年
金
者
組

合
が
結
成
30
年
を
迎
え
た
こ
と
、

参
院
選
で
年
金
問
題
が
争
点
と
な
っ

た
こ
と
、
闘
っ
て
い
る
年
金
裁
判

が
来
年
結
審
を
迎
え
る
こ
と
等
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
年
金
の
毎
月
支
給
の
実

現
に
向
け
て
運
動
を
強
め
て
い
く

こ
と
が
提
起
さ
れ
、
10
月
15
日
の

年
金
支
給
日
に
署
名
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

(2)

公
営
企
業
は
住
民
福
祉
の
増
進

民
間
企
業
は
利
益
の
追
求

吉
儀
敬
子
市
議
の
一
般
質
問
②

１
８
歳
未
満
の
国
保
料
均
等
割
を
減
免
す
べ
き

田
中
は
じ
め
市
議
の
一
般
質
問
②

一般質問する田中市議

「
年
金
は
人
権
だ
よ
」

カ
フ
ェ
で
お
し
ゃ
べ
り

一般質問する吉儀市議

毎
年
恒
例
の
赤
旗
名
人
戦
囲
碁

将
棋
大
会
（
主
催
：
赤
旗
名
人
戦

実
行
委
員
会
、
後
援
：
日
本
棋
院
、

関
西
棋
院
、
日
本
将
棋
連
盟
）
は
、

今
年
で
56
回
を
迎
え
、
９
月
に
各

地
で
地
区
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

松
江
地
区
大
会

は
、
９
月
22
日
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
で
開
か
れ
、

６
歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
囲
碁
・
将
棋
と
も

に
、
初
心
者
か
ら
強
豪
ま
で
Ａ
級

か
ら
Ｃ
級
に
分
か
れ
、
10
月
に
出

雲
市
で
行
わ
れ
る
島
根
県
大
会
と
、

11
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

10
月
13
日
の
島
根
県
大
会
へ
の

出
場
権
を
得
た
選
手
は
次
の
通
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

【
囲
碁
】
Ａ
級
＝
井
上
礼
二

Ｂ
級
＝
内
田
達
夫

【
将
棋
】
Ａ
級
＝
熱
田
駿

Ｂ
級
＝
斎
藤
太
一

熱戦を繰り広げる参加者

赤
旗
囲
碁
将
棋
大
会
を
開
催

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

年金について語る山内書記長

訂
正

９
月
22
日
号
の
田
中
市
議
の
一
般

質
問
①
の
中
で
、
中
国
電
力
と
松
江

市
の
間
の
「
連
携
協
力
の
取
り
決
め

は
な
い
」
の
部
分
を
削
除
し
ま
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。


